
研究成果を

どう伝え、どう生かすか
-オープンアクセス(OA)・研究IR・研究広報、研究支援の実務から考える-

大学の研究成果を社会につなげるため、OA・研究IR・研究広報、研究支援の担当者が
集まり、それぞれの役割や課題、連携の工夫を共有します。部署間の協働による効果を考
え、自大学で実践できる取り組みのヒントを得ることを目指します。

申 込 方 法

・日時 令和8年8月7日(金)
・受付 １２:３０～
・開催時間 13:00～17:00
・懇親会 18:00～20:00
・会場 龍谷大学大宮キャンパス
 東黌303教室

・オープアクセス(OA)担当者
・図書館職員 ・研究IR担当者
・研究広報担当者 ・研究支援担当者

以下の二次元おコードを読
み取り、申し込みを願いし
ます。〆切7月29日(水)

龍谷大学 研究・社会実装推進部 077-543-7548
Email:jim-setaken@ad.ryukoku.ac.jp

対 象

1.事例紹介
•オープンアクセス、研究成果公開：浦田穣司
                                     （同志社大学・URA）
•研究IR、分析、評価：廣瀬まゆみ（龍谷大学・URA)
•研究広報、情報発信：舘正一（関西大学・URA）

2.パネルディスカッション
3.グループワーク

開 催 概 要

プ ロ グ ラ ム

研究成果を公開し、
誰もがアクセスで
きる環境をつくる

データを収集・分析
し研究力や成果の
可視化を進める

研究者を支え、
研究活動の質と
生産性を高める

研究成果の魅力を
わかりやすく伝え、
社会に届ける

問い合わせ先

定 員
3 0 名
先着順
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